第３５回北陸公衆衛生学会　富山市　H19年11月22日（木）

　　　　　　　公衆浴場利用者の事故経験、入浴マナー遵守、入浴　　　　

　　　　　　効果等に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　○松井利夫（福井県衛生環境研究センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　鏡森定信（富山大学大学院医学薬学研究部保健医学）

Ⅰ．はじめに

　公衆浴場利用者の利用頻度、事故経験、入浴マナー遵守、入浴効果等を無記名自己記入式でアンケート調査を実施した。
Ⅱ．対象と方法

　回収数は1,922名で有効数は1,746名（全回収に占める割合：90.8％）であった。男性：女性（49.8％、50.2％）で、60歳以上は1,042名（59.6％）であった。一人暮らしは537名（30.8％）、夫婦のみは484名（27.7％）であり、健康状態は「最高に良い」が237名（13.6％）、「とても良い」が1,162名（66.6％）であり、8割以上が「健康」であった。利用頻度は「殆ど毎日」が641名（36.7％）、「3～4回/週」が601名（34.4％）であり、交通手段は徒歩が731名（41.9％）であった。平均所要時間は9分であった。

　調査はW県の全公衆浴場にて、平成18年12月～平成19年1月に実施した。

　公衆浴場で迷惑をかける程度の『事故経験』で、「転倒して迷惑をかけた」の1回が49名（2.8％）、2回以上が10名（0.6％）であり、「具合がわるくなって迷惑をかけた」の1回が50名（2.9％）、2回以上が8名（0.5％）であった。「転倒で迷惑」の頻度は男性の方が多く、また、男性のいずれの年齢層もほぼ同じ割合であったが、女性では40-59歳代で最も多かった。「具合が悪くて迷惑」では顕著な性差は認められなかった。

　「浴槽入浴前のかけ湯などの行為」及び「浴槽でタオル不使用」では概ね8-9割が入浴マナーを遵守し、飲酒習慣者で「飲酒後、来る」は223名（28.1％）であった。入浴後の「のどが渇く」は1,167名（66.8％）であり、この内、「水分を補給する」は1,046名（89.6％）であった。

　入浴に伴う医学生理学的な効果の「さっぱり感」、「快眠」、「疲労の軽減」では8割以上が肯定的な回答であり、「冷え性の軽減」、「皮膚・肌への効果」は女性では7割超で高かったが、男性では4～5割程度と低かった。社会的健康効果の「顔見知りとの出会い」は6割前後であり、「体を動かす」、「いらいら解消」、「規則正しい生活」は5割前後で、「悩み解消」は4割以下であり、「地域活動への参加」は2割程度であった。
Ⅲ．結果と考察

　平成17年秋に実施した自宅風呂での転倒事故例から脱衣所（1.2％）、浴室（2.4％）であり、公衆浴場での転倒迷惑事故（3.4％）と概ね同程度であった。このことは、期間や対象に限定はあるものの、公衆浴場と自宅風呂での入浴に伴う事故頻度に大きな違いは無いことを示唆している。また、公衆浴場は、「出会い」や「地域の交流の場」として役立っていることがわかった。































